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1. はじめに 

太陽電池の性能向上のためには用いられる

素材の基礎物性の理解が鍵を握っており，とり

わけ試料のバンドギャップと電気伝導度の理

解は重要である．圧力を加えることで試料のバ

ンドギャップは変化すると期待できるが，高圧

下における太陽電池素材の物性測定はこれま

でに例がない．また，太陽電池素材である

SrCuSeF，BaCuSeF は p 型透明伝導膜(TCO)と

しても注目を集めている 1)．本研究では，高圧

力下における太陽電池素材 SrCuSeF および

BaCuSeF の電気伝導度測定を行い，理論計算

によるこれらの試料の高圧力下におけるバン

ドギャップの振る舞いとの相関を調べた． 

2. 実験方法 

	 SrCuSeF，BaCuSeF試料の合成及び粉末 X線

回折測定による相同定は龍谷大学和田研究室

で行った．高圧発生にはダイヤモンドアンビル

セル(DAC)を用い，キュレット径は 120 μmま

たは 300 μmのダイヤモンドを用いた．試料近

傍に~10 μmのルビーボールを配置し，ルビー

蛍光法を用いて測圧を行った．高圧力下におけ

る電気伝導度測定には疑似四端子法を用いた．

実験は東京工業大学太田研究室にて，圧力範囲

0〜50 GPaで室温・最高圧力から減圧過程での

測定を行った．実験後に回収された試料は東京

大学廣瀬研究室の集束イオンビーム(FIB)で切

断し，その断面を走査型電子顕微鏡(SEM)で観

察することで試料厚みを測定した． 

3. 結果 

	 SrCuSeFの電気伝導度の圧力依存性は，常圧

から 3 GPa付近まで急激に減少し，3 GPaでそ

の振る舞いが不連続に変化した (Fig. 1)．

BaCuSeF の電気伝導度の圧力依存性も同様の

振る舞いが観察されたが，不連続が現れた圧力

は 9 GPa付近とSrCuSeFよりも 6 GPa高かった．

結果の詳細は当日に発表する． 

 
 

 

文献 1) S. Kitabayashi et al., Jpn. J. Appl. Phys., 

56, 08MC18 (2017). 

Figure 1. Electrical conductivity of SrCuSeF  

as a function of pressure 
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